
平成17年3月期 決算短信 (連結)  平成17年5月16日

明治製菓株式会社 上場取引所 東証第１部



１．企業集団の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．　３‾．
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２．経営方針 
（１）経営の基本方針 

当社グループは、「夢と楽しさ、いのちの輝きを大切にし、世界の人々の心豊かなくらしに、貢
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(注)1.上記支払額のほか、前期利益処分による取締役賞与金が取締役10名に対し29百万円あります。 
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３．経営成績および財政状態 

 
Ⅰ．経営成績 
 
 

売上高 営 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益
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ト」「ブラックチョコレート」はカカオポリフェノールの健康訴求による需要喚起に加え、手作り
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●ヘルスケア事業 
ヘルスケア事業におきましては、健康機能食品では、消費者の健康に対する意識の向上や美容・
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２．次期の見通し 

次期のキャッシュ・フローに影響を与えると思われる重要な事項は、以下のとおりです。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

退職給付制度の変更に伴う退職年金資産への拠出ほかにより、営業活動によるキャッシュ・フ

ローは当期より減少する見込であります。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

海外を含む子会社に対する事業投資等の増加を予定しており、投資活動によるキャッシュ・フ

ローは当期に比べて支出の増加となる見込であります 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

配当金の支払は当期と同額の予定でありますが、当期において社債による調達を行っており、

財務活動によるキャッシュ・フローは当期より減少する見込であります。 



４．連 結 財 務 諸 表 等 

（１）比較連結貸借対照表
（単位：百万円）

期      別

   科       目 金　　額 金　　額 金　　額

Ⅰ

23,357  11,271  12,086

76,365  74,034  2,331

44,897  51,231 △ 6,334

5,694  5,172  522

10,036  12,961 △ 2,925

△ 95 △ 60 △ 35

160,255 47.2 154,610 46.8  5,645

Ⅱ    

１    

 75,521 69,303  6,218







（３）連結剰余金計算書

（単位：百万円）
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算日は 12 月 31 日でありますが、連結財務諸表の作成にあたっては、2004 年 12 月 31 日現在の財務諸

表を使用しております。また、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整

を行っております。 

 

４．会計処理基準に関する事項 

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①  有価証券 

その他有価証券 時価のあるもの・・・決算期末日の市場価格等に基づく時価法。 

（評価差額は全部資本直入法により処理し、 

売却原価は移動平均法により算定。） 

              時価のないもの・・・移動平均法による原価法。 

② デリバティブ 

時価法。 

③  たな卸資産の評価基準及び評価方法 

商品・製品・半製品・仕掛品は、主として総平均法による原価法。 

原材料・貯蔵品は主として総平均法による低価法。 

 

（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①  有形固定資産 
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③ 返品調整引当金 

当社において、販売した商品・製品の返品による損失に備えるため、期末売掛債権額に対し、

実績の返品率及び売買利益率を乗じた金額を計上しております。 

④ 売上割戻引当金 

販売した商品・製品の売上割戻に備えるため割戻率を勘案して見込計上しております。 

⑤ 退職給付引当金 

当社及び主要な連結子会社においては、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末

における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生してい



 
 







 
 







④税効果会計



⑤有価証券

　当連結会計年度

１．その他有価証券で時価のあるもの（平成17年3月31日現在）
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●ヘルスケア事業 



（�永ｌｨ�iU9iﾈ冷



（単位：百万円）

  科       目 金 額 金 額 金 額

Ⅰ



（２）比較損益計算書
   （単位：百万円）

金  額      ％

Ⅰ 271,546 100.0 271,951 100.0 △ 405 99.9
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重要な会計方針 
 
１．資産の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券 

① 子会社株式及び関連会社株式 

　"ｻYっｼj有価証券 
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注記事項 
［貸借対照表関係］   
    当    期   前    期 
1. 減価償却累計額 188,339 百万円 187,216 百万円

      
2. 担保資産及び担保付債務     
 担保に供している資産は次のとおりであります。     
  建物 27,255 百万円 28,722 百万円
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［損益計算書関係］  
              当    期               前    期

 
1. 固定資産売却益のうち主なものは、次の通りであります。 

 土地売却益 1,889 百万円  土地売却益 464 百万円

 

2. 固定資産廃棄損の内訳は、以下の通りであります。 

 建物 148 百万円  建物 165 百万円

 機械装置 449 百万円  機械装置 516 百万円

 その他 237 百万円  その他 42 百万円

 計 836 百万円  計 723 百万円

 
3. 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の通りであります。 
（1）販売費       
 運送・保管費 9,806 百万円  運送・保管費 9,696 百万円

 販売促進費 41,018 百万円  販売促進費 44,228 百万円

 売上割戻引当金繰入額 4,670 百万円  売上割戻引当金繰入額 5,550 百万円

 広告宣伝費 11,424 百万円  広告宣伝費 11,536 百万円

 給料賃金 10,149 百万円  給料賃金 9,598 百万円

 賞与引当金繰入額 1,490 百万円  賞与引当金繰入額 1,477 百万円

 退職給付費用 2,022 百万円  退職給付費用 1,888 百万円

 減価償却費 1 百万円  減価償却費 1 百万円

        
（2）一般管理費       
 給料賃金 6,022 百万円  給料賃金  百万円
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